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『エコ・フィロソフィ研究』第 3 号の刊行に寄せて 

 

                             TIEPh 代表  

文学部 教授 竹村 牧男 

 

東洋大学では、サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）の協力機関として、「エコ・フィロソ

フィ」学際研究イニシアティブ（Transdciplinary Initiative for Eco-Philosophy. TIEPh）を立ち上げ、平

成 18 年度より活動してきた。この間、毎年度末に、メンバーの研究成果を収録した『エコ・フィロ

ソフィ研究』を刊行してきたが、3 年目となる今年度もこのような形で無事、刊行することが出来た。

これもひとえに関係各位のご支援・ご協力の賜物であり、まずは各位に厚く御礼申し上げたい。 

 

すでに大方のご理解を得られてきているのではないかと思われるが、TIEPh では、3 つの研究ユニ

ットを置き、基本的に、以下のような活動をめざしている。 

① 自然観探求ユニット：自然と人間に関する東洋の知とエコロジーの研究。インド・中国思想や

仏教などの東洋的な知における自然観・人間観を、サステイナビリティという今日の課題に沿って掘

り下げ、欧米で主張されているエコロジーと対比しつつ、それらの可能性と限界を考究し、あるべき

人間と自然との関係を追究する。 

 ② 価値意識調査ユニット：アジア諸地域におけるサステイナビリティに関する価値意識の究明。

アジア諸地域の住民に特有の文化や歴史に基づく、自然や共同体の存続にかかわる価値意識等の調査

を通じて、その基層と変容等の諸相を究明しつつ、アジア地域等のサステイナビリティの実現に対す

る具体的な施策への有効な視点を提供する。 

 ③ 環境デザインユニット：環境倫理を含む哲学的環境デザインの追究。連動するシステムの作動

状況において、〈課題－解決〉という線型の発想法をやめ、そのシステムのもとで課題となっている

問題の条件群を変化させ、おのずと問題が解消するような方法（システム・デザイン）を採用し、持

続可能な環境のためのプログラムを開発する。 

 

 3 年目を迎えた今年度も、国際シンポジウム、各種セミナー、海外調査等に加え、西洋の主要哲学

者への、サステイナビリティ問題に関するインタヴューを実施した。各ユニットの研究成果論文は本

書に、シンポジウムやインタヴューの記録は別冊に収めている。これらをご高覧いただき、何かとご

助言・ご叱正を賜ることができれば幸甚である。 

 

来年度はこのプロジェクトの最終年度となる。TIEPh としては、3 つのユニットの連携をさらに深
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めつつ、各ユニットの成果を統合的に表現していくことが大切であると考えている。同時に、IR3S

傘下各機関の哲学関係者等との連携をますます緊密化して、サステイナビリティ学における哲学の役

割を確認し、協働の成果を追究していくことを続けていきたい。 

今後とも、いっそうのご支援を賜りたく、何卒よろしくお願い申し上げる次第である。 


